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(2)僻化後約6日までの成長速度は猛虎が高い程大きい占又､一定浪度では､稚魚の卵宇化は

起 り難い｡(3)1匹の金魚は3種類の異なった平衡石を各々2個づつ持つが､光の照射時間や

溢度に関係な く1種類はvate､riteに微量のcalciteが混ざった構造､他の2種類は共にara一

gonite構造を持つ｡即ち､同 じリ州 ○液内に於いて異なる結晶構造を持つと共に､形態及び

成長速度も異なる｡(4)日輪の形成 に温度及び光は影響 しない｡従って､その形成は外的

要因に因ってではなく､生物が持つ体内時計に関係しているのではないかと思われる｡

4. 氷の融液成長に於けるフアセットの形成
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気相中に置かれた結晶を環境と平衡に保ちつつ溢度及び蒸気圧を高 くしていくと､或一

定の転移海度T.t及び圧力に於いて､原子的尺度で平らであった結晶表面が急 に荒れ始める

サー71は7ニンクすが起る｡通常､その様な平衡状態での外形には曲面が現われる｡低温では表面

自由工如キt'-に極小値が存在 し､結晶はその値を持つ平面によって囲 まれているが､TR以上

では表面の荒れに囲って表面自由工如キ■一億に方位差'が少なくなる｡又､一方､融液と平衡

状態にある結晶の形を論ずる場合は､一般的に外気圧を1気圧に限 り､その状態での国液

の平衡浪度即ち融点TNに於 ける平衡形を論ずることが通例である｡そして､種々の物質が

国有に有するTxに於ける表面の荒れの程度やそれに起因する形態が調べ られてきた｡従っ

て､気相と適って融滴の場合は外圧を大気圧に限定 してきたため､固液平衡温度を変化さ

せる為には物質を変え､THでの表面構造を物質毎に分類する方法が採 られてきた｡

本研究では､物質として水を用い､加圧することに依 り融点を意識的に変化させ､気相

の場合 と同様に､融液成長の場合に於いて同一物質の表面構造に原子的変化を生じさせる

事を目的とした｡氷の成長形は1気圧の下で円盤の形態 をとり､平面紘(0001)面､円周は

(1010)面などがサーマルラフ土ンデ を起こした結果の形である｡六方晶系の氷Ihは加圧することに

困 り融点が下がるので､純水を加圧及び冷却 してTR以下の平衡温度を実現させ､ラフニンクtlを

起 していない面を円周に形成させ､円盤を(1010)で囲 まれた六角板状一に変化させることが

出来ると予想される｡nアイア･アンビルを用いた加圧実験の結果､負荷圧力1.1Kbar以上､融点

-100C以下の条件に於いて､板状結晶に(1010)フアセットを成長させることが出来た｡
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